
宿泊業の
「新しい働き方」セミナー

～宿泊業における課題解決の道筋と事例紹介～

岐阜労働局



セミナー内容

１．宿泊業における課題の整理
２．課題解決の道筋

①働きやすい職場づくり
②業務改善・効率化

３．助成金の紹介
４．働き方改革推進支援センター



１．宿泊業における課題の整理

出典︓一般職業紹介状況(令和6年3月分及び令和5年度分)について（厚生労働省）

ハローワーク 有効求人倍率（R6年3月）

県名 有効求人倍率
（令和６年3月）

１位 福井県 1.80 倍

２位 東京都 1.76 倍

３位 岐阜県 1.60 倍

47位 神奈川県 0.93 倍

全国計 1.28 倍
※都道府県・地域別有効求人倍率（受理地別・季節調整値）（新規学卒者を除きパートタイムを含む）

【有効求人倍率とは︖】
求職者に対する求人数の
割合のこと
（率が高いほど人手不足）

近隣他県より厳しい実態

岐阜県は

全国３位の人手不足

20位愛知県（1.31倍）
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１．宿泊業における課題の整理

外国人観光客が激増
【年別 訪日外客数の推移】

コロナにより激減

出典︓日本政府観光局（JINTO）
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１．宿泊業における課題の整理

出典︓観光庁宿泊旅行統計調査（2023年 1-12月確定値）））
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１．宿泊業における課題の整理
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【令和５年度のうち最も繁忙な月】

出典︓岐阜労働局宿泊業自主点検（令和６年）

繁閑の差が非常に大きい

（社）
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１．宿泊業における課題の整理
 人手不足

 外国人観光客の急増

 繁閑の差が大きい

働きやすい職場づくり

業務改善・効率化

課題解決の道筋 繁忙期を乗り切れる職場に︕

① 働きやすい職場づくり ⇒ 人材の定着とモチベーションアップ
② 業務改善・効率化 ⇒ 少人数でも業務推進できる体制づくり
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セミナー内容

１．宿泊業における課題の整理
２．課題解決の道筋

①働きやすい職場づくり
②業務改善・効率化

３．助成金の紹介
４．働き方改革推進支援センター
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２．課題解決の道筋
① 働きやすい職場づくり

• 労働時間とは、使用者の指揮命令下
に置かれている時間のことをいいま
す。

• 使用者の明示または黙示の指示に
より労働者が業務に従事する時間は、
労働時間に該当します。

労働時間とは

日ごとの始業・終業時刻を確認し、
適正に記録する必要があります。
・ 使用者が自ら現認すること
・ タイムカード、ICカード、パソコン
の使用時間等の客観的な記録

※ やむを得ない場合のみ自己申告可

労働時間の把握

～ 労働時間の適切な把握は 働きやすい職場づくりの基本～
限りある人材を適材適所に配置するためにも労働時間管理が必要
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２．課題解決の道筋
① 働きやすい職場づくり

休憩時間は労働者が権利として労働から離れることが保障されていなければなりません。

休憩時間とは

✖ いつでも業務ができるように待機している
→ 休憩時間には該当しません

✖ 昼休み中の電話や来客対応
→ 明らかに業務とみなされ、勤務時間に
含まれます

◎ 仮眠室などにおける仮眠の時間に
ついて、電話等に対応する必要は
なく、実際に業務を行うこともない
→ 労働時間に該当しません

休憩時間の確保は、拘束時間短縮のためのファーストステップ
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２．課題解決の道筋
② 業務の改善

• 休日が取れない部署がある
• 残業が多い
• タイムカードと勤務実態が乖離
• 繁閑差が大きく、各現場で対応
することが難しい

• 採用難は解消しにくい

労働環境改善にむけた現状把握  想定外に休憩が取れていない
 特定の社員に業務が偏り社員間格差
がある（レベル・キャリア・年齢）

しっかりと現状を分析 → 繁閑差に対応できる体制を構築

■ 業務時間を正確に把握し、見合わな
い業務を削減（不必要な慣例等）
■ 簡易業務を切り出し、部門を超えた
ヘルプ体制により繁閑差に対応
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２．課題解決の道筋
② 業務の改善

1.写真付き配膳マニュアル 2.  IT化による伝票事務効率化

3.館内案内の効率化 4.業務区分を平準化

・簡易業務の切り分け

・宴会場の配膳準備において、初心者社員
（外国人技能実習生やアルバイト）でも、
すぐに業務ができるように写真付きの
マニュアルを作成した。

・業務の削減

・これまでスタッフが行っていたチェック
イン時の案内を、サイネージディスプレ
イやQRコードでの読み取りに変更した。
アメニティはフロント前に設置し、必要
な分だけ利用いただけるよう工夫した。

・設備の導入

・レストラン客席での注文用タブレットを導入
し、注文～伝票処理まで一貫したシステム
で事務作業の効率化を行った。オーダー注文
が増加するという副効果もあった。

・業務の再配分

・男女それぞれ特有の業務としていたもの
を平準化した。お客様情報の整理は女性、団体
顧客用の封筒作成は男性が行っていたが、男女
の区別をなくしたことで、スタッフの配置に
柔軟性ができた。
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２．課題解決の道筋
② 業務の改善

1.稼働式パーテーション導入 2.  撥水テーブルクロスの導入

3.紙おしぼりの導入 4.下膳用台車の大型化

・設備の導入

・宴会場のパーテーションを、キャスター
付きのものに入れ替えた。一人でも移
動・設置ができるようになり、身体的
負担が軽減された。

・業務の削減

・レストランや宴会場の布おしぼりを
全て紙おしぼりに変更。おしぼりを
チェックする作業時間がなくなり、
宴会準備に余裕ができた。

・業務の削減

・宴会場のテーブルクロス交換に工数が
かかっていたため、撥水テーブルクロス
を導入。拭くだけで良いため、リネン代
も大幅に削減できた。社員に大好評。

・設備の導入

・棚数が多い台車に交換し（３棚→５棚）、
下膳の効率が上がった。腰をかがめた作業
が減り、身体的負担も削減された。
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② 業務の改善

岐阜県

（ご参考） 生産性向上のための手法解説
1 マルチタスク化（標準化・スキルマップ・シフト改善）
2 ５S・３S

3 作業改善
4 DX(PMS)
5 販売促進 岐阜県内12社の取組み事例を掲載
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② 業務の改善

朝日新聞 2024年9月2日朝刊

（ご参考）
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＜企業の声＞
・正社員の拘束時間を短くし、８時間で帰れる
環境をつくりたい

・中抜けへの対策になる
・従業員がお客様に集中できる

＜働き手の声＞
・希望だった接客ができ、毎日充実している
・働けるうちは働きたい（70代の方）

「プチ勤務」で人材を確保する
動きが広がる
～多様化する働き手のニーズにマッチ～

簡易業務を切り出し、1日4時間程度の
「プチ勤務」として人材募集



２．課題解決の道筋
② 業務の改善

働きやすい
職場づくり 業務改善

労働基準法の順守 現状分析
現場の意見を反映

設備投資に役立つ
助成金 を紹介

更に
魅力のある職場へ
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セミナー内容

１．宿泊業における課題の整理
２．課題解決の道筋

①働きやすい職場づくり
②業務の改善

３．助成金の紹介
４．働き方改革推進支援センターの紹介
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令和6年度
働き方改革
推進支援助成金

勤務間ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ
導入ｺｰｽ
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３．助成金の紹介
令和6年度「働き方改革推進支援助成金」勤務間インターバル導入コース

※ 厚労省リーフレットより抜粋
詳細は前ページQRコードからご確認ください

成果目標 助成額
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３．助成金の紹介

詳細はQRコード
より参照下さい
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３．助成金の紹介

詳細はQRコード
より参照下さい

【設備投資の事例】

・厨房のオーブン、
製氷機、ミキサーなど

・業務用食洗器

・湯舟の温度自動制御機

・布団乾燥機

・社員の語学教育…など
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４．働き方改革推進支援センターのご紹介
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４．働き方改革推進支援センターのご紹介

QRコードから
簡単にお申込みできます

原則１テーマ３回まで訪問可能

お気軽にご利用ください
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